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し
く
て
豪
快
さ
が
な
く
.
そ
れ
に
比
し
て
目
か
ら
の

本
能
と
已
れ
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
意
欲
で
育
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た
も
の
は
何
も
の
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も
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め
げ
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強
じ
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さ
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北
海
道
庁
旧
本
庁
舎

昭
和
43
年
、
現
在
の
(屋
上
に
ド
ー
ム
の
乗
っ
た
)型
に
復
現
さ
れ
た
道
庁
旧
本
庁
舎
は
、

当
時
創
成
町
と
呼
ば
れ
て
ぃ
た
一帯
に
あ
っ
た
札
幌
本
庁
庁
舎
の
跡
に
明
治
21
年
完
成
し

た
。
こ
の
場
所
は
現
在
の
北
3
条
通
り
と
西
6
丁
目
通
り
が
交
差
す
る
位
置
に
あ
た
り
、

四
方
ど
こ
か
ら
で
も
見
渡
せ
る
。
そ
の
都
市
計
画
に
は
今
で
も
お
ど
ろ
き
が
あ
る
。
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ま
す
か
ら
感
想
文
を
お
寄
せ

下
さ
い
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親
が
自
分
の
子
供
を
ひ
い
て
死
な
せ
た
り
、
夫
や
兄
弟
の
運
転
で
け
が
を
す
る
な
ど
親
族
関
係
に
あ
る
自
動
車
事

…

故
は
、
こ
れ
ま
で
原
則
と
し
て
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
運
輸
省
は
二
十
六
日
、
親
族
間
で
も

"他
人
“

…

と
認
め
る
こ
と
に
自
賠
法

(自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
)
の
査
定
基
準
を
変
更
、
保
険
会
社
に
被
害
者
と
遺
族
に
対

…

し
保
険
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
保
険
金
の
請
求
は
二
年
以
内
だ
が
、十
一月
一
日
か
ら
一
年
以
内
に
請
求
す

…

れ
ば
、
過
去
に
支
払
ん
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
初
め
か
ら
受
け
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
事
故
に
つ
い
て
も
自
賠
法
施
行
当

…

時

(三
十
年
十
二
月
)
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
沖
縄
県
に
つ
い
て
は
法
律
が
違
っ
て
い
た
た
め

…

復
帰
後
の
今
年
五
月
十
五
日
以
後
の
事
故
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

最
高
裁
判
例
生
か
す

北海道行 政 書士 会報昭和47年11月 1 日

査
定
基
準
の
変
更
で
親
族
間
事
故
に
支
払
わ
れ
る
ケ
ー

ス
は
①
配
偶
者
の
一
方
が
車
を
運
転
し
て
他
方
が
被
害
者

⑭
同
一
生
計
に
属
す
る
親
子
、
兄
弟
姉
妹
の
一方
が
車
を

運
転
し
て
、
他
方
が
被
害
者
-
の
場
合
)
ど
ち
ら
も
運
転

者
が
車
の
所
有
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
U
親
が
車
の
所
有

者
で
い
つ
も
運
転
し
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま
子
供
の
運
転

に
同
乗
し
て
被
害
に
あ
っ
た
場
合
や
、
夫
婦
が
共
同
購
入

し
た
車
、
ふ
だ
ん
か
ら
夫
婦
が
交
代
で
運
転
し
て
い
る
ケ

ー
ス
な
ど
、
車
の
使
用
状
況
、
主
な
運
転
者
、
購
入
名
義
、

運
転
免
許
、
運
転
補
助
の
有
無
に
よ
っ
て
は
適
用
を
除
外

す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
･九

今
度
の
適
用
拡
大
は
、
夫
の
運
転
事
故
で
同
乗
の
妻
が

負
傷
し
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
五
月
三
十
日
、
最
高
裁
が
保

険
金
支
払
い
を
命
じ
た
判
決
が
き
っ
か
け
。
運
輸
省
は
こ

の
判
例
確
立
に
応
じ
て
損
害
保
険
会
社

(国
内
二
十
社
、

*業
務
資
料韶
匿
一

北 海 道 行 政 書 士 会 報

業
務
研
修
部
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
各
専
門
委
員
会
の
研
究
活

動
が
よ
う
や
く
実
り
つ
･
あ
り
ま
す
。

そ
の
第
一
集
と
し
て
運
輸
専
門
委
員
会
で
編
集
し
た
。

｢運

輸
し
を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。

実
務
資
料
と
も
て
活
用
し
て
下
さ
い
。

今
後
七
部
門
の
専
門
委
員
会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
よ
う
な
実
務

資
料
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

従
来
こ
う
し
た
資
料
は
有
償
頒
布
と
し
て
い
ま
し
た
が
今
後
は

予
算
の
許
す
限
り
無
償
で
全
会
員
に
贈
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

業
務
研
修
部

昭和47年11月 1 日

◎
行
政
書
士
の
基
礎
資
料
と
し
て

　　

　

　
　　
　

　　
　

を
お
贈
り
い
た
し
ま
す
。
藤
山
会
長
自
ら
計
画
し
て
編
集
し
た

も
の
で
す
。

ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
方
に
は
、

今
一度
行
政
書
士
と
し
て
の
基
本
を
再
認
識
し
て
下
さ
い
。

新
し
い
会
員
の
方
に
は
、

行
政
書
士
と
し
て
の
基
本
ル
ー
ル
を
よ
く
認
識
し
て
業
務
上

過
誤
な
さ
を
期
し
て
下
さ
い
。

会
員
以
外
に
は
、

各
関
係
官
庁
、
各
資
格
業
団
体
(弁
護
士
会
、
税
理
士
会
、

司
法
書
士
会
、
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
社
会
保
険
労
務
士
会
)

そ
の
他
必
要
な
と
こ
ろ
に
配
布
し
て
業
域
の
確
立
を
期
す
る

目
的
と
行
政
書
士
の
P
･R
･を
図
り
ま
す
。

(第66号)

◎
参
考
資
料
の
備
付
け
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
‘

外
国
系
二
十
五
社
)
と
保
険
業
務
を
扱
っ
て
い
る
全
国
農

業
共
済
連
と
話
し
合
っ
た
結
果
、
判
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て

被
害
者
の
救
済
と
被
害
者
I
保
険
会
社
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消

か
ら
こ
の
措
置
を
と
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
。

自
賠
法
三
条
で
は

『自
動
車
を
運
行
の
用
に
供
す
る
者

は

"他
人
"
の
生
命
、
身
体
を
害
し
た
と
き
は
損
害
を
賠

償
す
る
責
任
に
任
ず
る
』
と
規
定
し
て
お
り
、
保
険
会
社

は
こ
れ
ま
で

『他
人
』
の
表
現
を
タ
テ
に
、
親
族
間
事
故

に
は
保
険
金
の
支
払
い
を
拒
否
、
運
輸
省
も
こ
れ
を
認
め

て
き
た
。

最
高
裁
判
決
は

『車
は
も
っ
ぱ
ら
夫
が
利
用
し
、
事
故

当
時
も
妻
は
運
転
補
助
者
で
は
な
く
、
単
な
る
同
乗
者
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
妻
は
自
賠
法
三
条
の

"他
人
“

に
当
た
る
』
と
断
定
し
た
。

運
輸
省
で
は
こ
の
判
決
を
き
っ
か
け
に
保
険
会
社
に
対

し
、
現
在
被
害
者
と
係
争
中
の
三
十
四
件
の
事
故
と
四
十

四
年
以
後
保
険
会
社
が
却
下
ま
た
は
保
留
し
て
い
る
約
二

千
件
の
事
故
に
つ
い
て
も
、
変
更
し
た
査
定
基
準
に
合
う

も
の
に
は
保
険
金
を
支
払
う
よ
う
指
示
し
た
。

(北
海
道
新
聞
“
･
m
･
"
)

啓
三
縁
〃
喜
義
橋
"
の

移
し
竺目

十
二
月
一
日
よ
り
法
改
正
に
伴
う
行
政
書
士
登
録
事
務

が
本
会
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

取
扱
い
の
細
部
に
つ
い
て
は
来
る
十
一
月
十
二
日
の
理

事
会
、
同
十
三
日
の
支
部
長
会
で
協
議
、
検
討
の
上
決
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

従
来
、
道
の
取
扱
い
は
道
内
各
支
庁
で
夫
々
審
査
、
決

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
一
日
以
降
は
本
会
で
審

査
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
機
構
の
相
違
か

ら
、
今
後
の
申
請
者
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

北
海
道
例
親
類
集

金
十
一巻

交
通
事
件
麗

裁
判
例
類
纂

全
土
巻

食
品
衛
生
関
係
法
規
集

全
一巻

行
政
書
士
業
務
便
覧

全
一巻

現
行
実
務
六
法

全
三
巻

契
約
書
式
要
覧

全
二
巻

官
報
、
北
海
道
公
報

以
上
本
会
事
務
局
に
億
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
大
い
に
利
用

し
て
下
さ
い
。

企

画

部

に
せ
行
政
書
士

排
除
に
つ
い
て

目
下
各
支
部
毎
に
、

｢に
せ
行
政
書
士
排
除
｣
に
つ
い
て
強
力

に
要
請
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
方
は
、
に
せ
書
士
と
識
別
す
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
必

ず
励
行
し
て
下
さ
い
。

一
、
会
員
記
章
を
つ
け
る
こ
と
o

ー
1交
通
事
故
問
題
研
究
会
溌
-回)!!

こ
の
研
究
会
の
出
席
申
込
み
は
、
十
月
二
十
七
日
現
在

で
一
四
三
名
で
す
。
次
に
こ
の
研
究
会
の
意
義
を
高
め
る

た
め
、
日
程
に
左
記
を
追
加
す
る
よ
う
、
交
渉
し
て
い
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
一
日
ー
自
賠
責
調
査
事
務
所
よ
り
講
師
を
派
遣
交
渉
中

第
二
日
j
弁
護
士
会
よ
り
講
師
派
遣
決
定
六
十
分
の
講
義

が
追
加
に
な
り
ま
し
た
。

ま
す
が
、
各
支
部
が
経
由
機
関
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
、
そ
の
他
の
要
領
に
つ
い
て
は
、
支
部
長
の
指
導
に

よ
っ
て
、
こ
の
不
便
を
解
消
す
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

取
扱
事
項
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
が
、
こ
の
登
録
業
務
が
将
来
円
満
に
正
確
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
、
会
員
各
位
の
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　　

　

　

　
　

　
　

二
、
作
成
書
類
に
は
必
ず
｢行
政
書
士
何
某
(⑱
｣
を
忘
れ
ず

に
記
入
し
て
下
さ
い
。
(書
類
の
余
白
等
差
支
へ
の
な
い
欄

外
に
)

一
般
住
民
の
啓
蒙
宣
伝
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
P
･
R
･
を

図
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

希望業務の各支部報告数

支 部 名 札 幌 函 館 小 樽 空 知 旭 川 留 萠 宗 谷

会 員 数 拗 73

0

“

'〉

“ " 姫 ゑ
【報 告、数 %

30
術
ー
眺
鷁
"国
･
%
郎
い %
俎
包 桃
幻
んい “
6
…
g
みし

未報告数 脚 蝸 29 乾 鉈 Q
J
AV

支 部 名 網 走 室 蘭 高口] 勝+ 路鞏-‐
斜夢 室根

会 員 数 鴻 那 M

鞠
莵
醇
靴
諭滋

n

懲報 告 数霊 髪 桃
8
倦
･
眺
街
約 芻
燧
“や
･

眺
5
@

未報告数 俎 綿 hD “ 滋 AU

鉗鱒名{稟鎭者褻滋
(45%)

◎
照
会
の
回
答
は
必
ず
出
し
て
下
さ
い
。

各
専
門
業
務
の
う
ち
、
希
望
す
る
業
務
の
照
会
を
行
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
回
答
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
照
会
は
今
後
の
業
務
企
画
に
最
も
重
大
な
こ
と
で
す
か
ら

忘
れ
て
い
る
方
は
今
す
ぐ
に
回
答
し
て
下
さ
い
。

会
則
第
七
三
条
で
、
会
員
の
応
答
義
務
に
つ
い
て
規
程
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、
皆
さ
ん
の
意
見
が
回
答
さ
れ
な
け
れ
ば
、
業
務

全
体
の
進
め
方
に
困
難
が
あ
り
、
合
理
性
を
欠
く
結
果
と
な
り

か
ね
な
い
の
で
、
充
分
協
力
し
て
下
さ
い
。

- 3 -
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日
行
達
よ
り
次
の
よ
う
に
通
達
報
告
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1

交
通
事
故
に
係
る
示
談
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
通
達

　　
　
　
　

　

-

-
ミ
"
暈
キ
ー
14
寸

ハド
L
P
縞

.

-

(昭
四
七
、

2

業
務
担
当
役
員
会
打
合
せ
及
び
研
修
会
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

(昭
四
七
、
一○
、
一
二
日
行
連
発
第
一
〇
四
〇
号
)

3

自
動
車
登
録
検
査
業
務
に
つ
い
て
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
責
任
者
と
の
第
二
回
談
合
結
果
報
告
に
つ
い
て

(昭
四
七
、

交
通
事
故
に
係
る
示
談
行
為
の
禁
止

に
つ
い
て

北 海道行 政 書士 会 報

行
政
書
士
の
品
位
の
保
持
並
に
、
弁
護
士
法
第
俊
条
に
抵
触

す
る
慮
れ
が
あ
る
の
で
、
再
三
に
亘
り
注
意
を
喚
起
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
度
自
治
省
よ
り

｢交
通
事
故
相
談
所

の
実
態
調
査
の
結
果
、
一部
行
政
書
士
が
交
通
事
故
に
係
る
示

談
行
為
を
し
て
い
る
｣
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
至
急
書
処
方

の
要
請
も
あ
り
、
貴
会
所
属
会
員
に
対
し
、
下
記
の
こ
と
を
徹

底
さ
れ
る
よ
う
指
導
せ
ら
れ
た
い
。

コーu
　　　

l

行
政
書
士
は
交
通
事
故
に
係
わ
る
示
談
の
介
入
を
し
て
は

な
ら
な
い
。
但
し
、
別
添
自
治
省
よ
り
の
照
会
、
回
答
に
つ
い

て
は
行
政
書
士
の
業
務
範
囲
で
あ
る
こ
と
を
申
添
へ
ま
す
。

昭和47年11月 1日 昭和47年11月 1 日

　　　　　　　　　
ロカ

添
日
行
連
発
七
六
三
号

昭
和
47
年
3
月
聡
日

自
治
省
行
政
局

行
政
課
長

殿

日
本
行
政
書
士
会
連
合
会

会
長

鈴

木

金

蔵

自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
く
、
保
険
金

並
び
に
損
害
賠
償
額
の
請
求
書
等
関
係
書
類
の

作
成
と
、
行
政
書
士
の
業
務
範
囲
に
つ
い
て

問
行
政
書
士
は
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
第
15
条
、
第
16
条
、

第
“
条
、
第
残
条
等
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、
被
害
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
請
求
権
に
よ
り
、
自
賠
法
に
定
め
る
請
求
書
類

の
作
成
方
を
依
頼
さ
れ
報
酬
を
得
て
、
こ
れ
を
作
成
す
る
こ

と
は
、
行
政
書
士
法
第
1
条
の
業
務
範
囲
で
あ
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
、
ご
教
示
下
さ
い
。

4

行
政
書
士
の
行
な
っ
て
い
る
交
通
相
談
所
の
報
酬
は
、
行

政
書
士
会
で
定
め
て
い
る
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
が
、
次
の

一
0
、
一
三
日
行
連
発
第
九
二
八
号
)

云
の
実
施
報
告
に
つ
い
て

一○
、
一
二
日
行
連
発
第
一
〇
四
〇
号
)

自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
責
任
者
と

一
0
、
一
二
日
行
連
発
第
一〇
四
一号
)

自
治
行
第
篇
号

昭
和
47
年
5
月
8
日

日
本
行
政
書
士
会

連
合
会
々
長

殿

自
治
省
行
政
局
行
政
課
長

行
政
書
士
の
業
務
範
囲
に
つ
い
て
(回
答
)

昭
和
47
年
3
月
聡
日
付
日
行
連
発
砺
号
で
照
会
の
あ
っ
た
標

記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
回
答
し
ま
す
。

答
お
見
込
み
の
と
お
り
。

別

添

(抜

萃
)

1

報
告
体
名

｢野
放
し
と
な
っ
て
い
る
民
間
の
交
通
事
故
相
談
所
の
実

態
調
査
に
つ
い
て
｣

2

報
告
者

0
0
行
政
監
察
局

3

報
告
内
容

9

い
わ
ゆ
る
民
間
の
交
通
事
故
相
談
所
(行
政
書
士
、
社
会

保
険
労
務
士
)
あ
る
い
は
損
著
保
険
代
理
店
主
の
依
頼
を
受
け
、

当
事
者
に
代
っ
て
、
損
害
保
険
金
の
代
行
等
の
業
務
を
業
と
し

て
行
な
う
も
の
。

- 4 -

(以
下
省
略
)

計

保
険

代

理
店

社

団

法

人

社
会
保
険
労
務
士

行

政

書

士

一
九 二

一
五

調
査

対
象
数

一
二 一 二 八

保

険

金
請
求

代

行
の

も

の

八 - 二 四

業
と
し
て
保
険
金

求
し
て
い
る
も
の

四 O O 二 二

し
て
い
る
も
の

保

険

金
請
求

と
し
て

よ
う
に
報
酬
が
適
正
で
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。(以
下
省
略
)

一
一
宮

喜

治

青

木

茂

里

村

美
智
夫

賀

川

福

治

藤

田

光

治

金

子

肇

竹

川

茂

野

崎

幸

高

田

敏

一

伊

藤

諒

葛

西

藤
三
郎

藤

山

利

夫

星

享

克

榎

波

弥
一郎

白

坂

武

雄

懸
案
の
資
格
業
者
団
体
の
懇
親
会
開
か
る
“

本
会
の
提
唱
に
よ
っ
て
、
弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、
税
理
士
会
、
土
地
家

屋
調
査
士
会
、
社
会
保
険
労
務
士
会
、
行
政
書
士
会
の
六
団
体
の
代
表
者
の
懇

親
会
を
、
十
月
二
八
日
札
幌
市
ロ
ー
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

目
的
は
、
お
互
い
(法
律
、
経
済
、
行
政
)
の
業
務
に
対
す
る
理
解
と
認
識

を
深
め
て
、
健
全
な
業
界
運
営
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

当
日
こ
の
会
合
を
提
唱
し
た
本
会
藤
山
会
長
の
挨
拶
要
旨
及
び
出
席
者
の

氏
名
は
次
の
と
お
り
。

コし----。

藤
山
会
長
挨
拶
要
旨

参
加
の
謝
意
を
表
し
、
道
内
に
お
け
る
各
種
の
国
家
資
格
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
業
界
幹
部
が
こ
の
よ
う
に
一
堂
に
会
し
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。

自
由
業
種
と
し
て
の
私
共
に
と
っ
て
、
流
動
の
激
し
い
社
会
状
勢
に
即
応
進

展
す
る
た
め
、こ
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
誠
に
意
義
深
い
。又
本
会
の
提
案
し
た

こ
の
会
合
を
持
つ
こ
と
に
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
こ
と
に
主
催
者
と
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
特
別
に
議
題
な
ど
申
し
上
げ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
資
格
者
と

し
て
極
め
て
社
会
責
任
の
大
き
い
仕
事
を
法
的
制
約
の
中
で
、
葉
と
し
て
い
る

私
共
に
と
り
ま
し
て
、
共
通
す
る
幾
多
の
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
業
界
相
互
の
お
付
き
あ
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
互

い
の
業
務
に
対
す
る
理
解
と
認
識
が
深
ま
り
、
業
界
の
運
営
に
、
ま
た
会
員
の

指
導
に
大
き
く
役
立
つ
も
の
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
輪
が
広
ま
り
、
会
員
個
々
に

い
た
る
ま
で
友
好
関
係
を
も
っ
て
、
業
務
の
発
展
を
期
し
て
頂
き
た
い
も
の
と

念
願
い
た
し
ま
し
て
簡
単
な
が
ら
ご
挨
拶
と
す
る
旨
を
述
べ
た
。

｢
出
席
者
弁

護

士

会

司

法

書

士

会

税

理

士

会

土
地
家
屋
調
査
士
会

社
会
保
険
労
務
士
会

行

政

書
士

会

会

長

副
会
長

副
会

長

総
務
部
長

会

長

副
会

長

常
任
理
事

会

長

副
会
長

以
上
の
出
席
者
で
、
こ
こ
に
第
一
回
の
会
合
で
も
あ
り
当
日
は
親
睦
を
一義

と
し
て
今
後
と
も
更
に
こ
う
し
た
会
合
を
も
つ
よ
う
に
す
る
話
題
が
中
心
と
な

り
有
意
義
に
終
了
し
た
。

北 海 道 行 政 書 士 会 報
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2

業
務
担
当
役
員
会
打
合
せ
及
び
研
修
会

の
実
施
結
果
報
告
に
つ
い
て

0

建
設
業
法
業
務
研
修
及
び
質
疑
に
つ
い
て

植
村
業
務
指
導
部
長
が
担
当
し
て

｢わ
か
り
や
す
い
新
建
設

業
法
と
許
可
申
請
書

届
出
書
の
書
き
方

(様
式
の
記
載
例
登

載
)
大
成
出
版
社
発
行
｣
を
研
修
基
本
書
と
し
て
採
用
し
た
大

要
に
つ
い
て
述
べ
、
全
国
客
単
位
会
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県

庁
担
当
課
の
指
導
を
得
て
研
修
の
実
を
挙
げ
る
よ
う
指
導
の
方

針
を
述
べ
細
部
の
説
明
を
省
略
し
、
各
単
位
会
毎
の
早
期
研
修

実
施
方
を
要
望
U
府
県
庁
の
指
導
が
得
ら
れ
な
い
単
位
会
に
対

し
て
連
合
会
指
導
を
行
う
こ
と
を
附
言
し
た
。

本
項
に
関
す
る
質
疑
応
答
の
と
き
と
し
た
。

②

戸
籍
事
務
取
扱
全
般
及
び
民
法
親
族
、
相
続
に
関
す
る
研

修
に
つ
い
て
。

植
村
業
務
指
導
部
長
が
担
当
し
て
｢戸
籍
届
書
記
載
の
手
引

き
｣

｢民
法
親
族
編
･
相
続
編
｣
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
行
政

書
士
の
教
養
攪
澤
に
活
用
す
る
ょ
う
単
位
会
の
本
項
研
修
方
を

要
望
し
た
。

国
自
動
車
登
録
検
査
業
務
研
修
及
び
質
疑
に
つ
い
て
。

田
中
義
男
講
師

(愛
知
会
役
員
)
が
担
当
し
て

｢自
動
車
登

録
検
査
関
係
申
請
書
記
載
例
集
(交
文
社
発
行
ど
を
研
修
基
本

書
に
採
用
し
た
理
由
、
取
扱
い
の
大
要
、
現
下
の
状
況
等
に
つ

い
て
述
べ
詳
細
に
亘
る
研
修
は
時
間
が
な
く
地
方
本
部
主
催
、

単
位
会
主
催
の
要
望
に
も
と
づ
き
指
導
す
る
旨
を
述
べ
た
。
本

項
に
関
す
る
質
疑
も
質
疑
応
答
の
と
き
と
し
た
。

⑧

行
政
書
士
の
業
務
確
立
と
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
交
換
及

び
上
記
研
修
内
容
に
対
す
る
質
疑
応
答
及
び
回
答
に
つ
い
て
。

下
記
の
意
見
、
要
望
、
質
疑
あ
り
、
下
記
の
と
お
り
回
答
す

る
0
意
見
要
望
の
宮
城
会

(羽
賀
氏
)

ィ

自
動
車
登
録
検
査
事
務
の
研
修
指
導
を
確
立
し
書
々
の
業

務
と
し
て
完
全
に
吾
々
の
手
に
取
り
戻
し
て
欲
し
い
。

ロ

運
輸
省
、
自
販
連
と
早
急
に
談
合
し
て
善
処
さ
れ
た
い
。

回

答

イ

に
つ
い
て
は
、
9
の
国
に
述
べ
た
様
に
地
方
本
部
、
単
位

会
主
催
に
て
実
施
す
れ
ば
◆･馨
云
云に
て
直
接
指
導
す
る
受
入

態
勢
を
せ
ら
れ
た
い
。

ロ

に
つ
い
て
は
、
自
販
連
と
談
合
中
既
に
2
回
の
談
合
を
な

し
、
更
に
合
理
的
解
決
の
た
め
煮
詰
め
談
合
継
続
中
、
現
在

の
状
況
は
次
の
と
お
り
。
自
販
連
側
は
、
法
治
国
と
し
て
行

政
書
士
法
を
守
る
と
言
う
基
本
姿
勢
と
な
り
、
日
行
達
と
現

時
点
の
諸
問
題
を
合
理
的
解
決
の
方
向
に
進
め
て
お
り
、
早

急
に
談
合
を
重
ね
そ
の
実
現
を
期
す
考
え
で
あ
る
。
又
運
輸

省
等
関
係
機
関
と
の
交
渉
も
早
期
に
行
い
(於
月
中
)
そ
の

実
現
を
期
し
た
い
。

意
見
要
望
②
三
重
会
(佐
野
氏
)

ィ

建
設
業
法
業
務
許
可
申
請
等
を
非
行
政
書
士
が
行
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
を
排
除
す
る
様
な
対
策
と
P
R
を
行
な
え
。

ロ

法
令
の
ニ
ュ
ー
ス
を
早
く
キ
ャ
ッ
チ
せ
よ
。

ハ

モ
ー
テ
ル
等
の
取
扱
い
業
務
が
風
俗
営
業
許
可
を
要
す
る

事
と
な
っ
た
。
変
転
す
る
時
代
に
即
応
し
た
指
導
と
、
そ
の

措
置
を
取
れ
。

回

答

イ

現
在
監
察
部
に
お
い
て
、
全
国
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
て
、
対
応
措
置
を
強
力
に
打
出
す
準
備
を
し
て
い

る
。
資
料
の
提
供
等
協
力
を
望
む
。
P
R
に
つ
い
て
も
鋭
意

検
討
中
で
あ
る
が
単
位
会
独
自
の
P
R
も
前
進
さ
れ
た
い
。

ロ

に
つ
い
て
は
、
業
務
指
導
部
法
規
担
当
委
員
を
強
化
し
対

応
の
措
置
を
取
り
た
い
。

ハ

に
つ
い
て
は
、
ご
意
見
の
と
お
り
で
最
善
の
努
力
を
注
ぎ

た
い
。

意
見
要
望
@
栃
木
会

酋
…木
氏
)

イ

農
地
転
用
関
係
用
紙
の
統
一
を
な
し
、
に
せ
行
政
書
士
を

排
除
し
て
欲
し
い
。

ロ

近
時
農
協
等
が
こ
の
面
に
進
出
し
て
い
る
。
法
の
徹
底
方

を
計
れ
。

回

答

ィ

に
つ
い
て
は
、
各
県
統
一
は
至
難
と
思
う
が
、
関
係
方
面

に
要
望
の
件
を
検
討
し
た
い
。

ロ

に
つ
い
て
は
、
ご
く
ま
れ
と
思
わ
れ
る
が
、
関
係
方
面
に

法
の
徹
底
化
を
期
す
よ
う
要
望
し
た
い
。
単
位
会
独
自
で
も

農
協
関
係
に
文
書
等
適
当
な
措
置
を
望
む
。

意
見
要
望
④
富
山
会

(毛
利
氏
)

イ

農
地
法
関
係
業
務
に
つ
い
て
、
に
せ
行
政
書
士
が
扱
う
文

書
作
成
提
出
を
、
官
公
署
が
受
付
し
な
い
よ
う
農
林
大
臣
等

上
級
官
庁
よ
り
都
道
府
県
庁
え
、
文
書
を
流
す
様
対
処
し
て

欲
し
い
。

回

答

ィ

検
討
の
上
善
処
し
た
い
。
単
位
会
独
自
の
対
処
も
し
て
欲

し
い
。

意
見
要
望
㈱
大
分
会

(首
藤
氏
)

イ

職
域
の
明
確
化
を
望
む
。
横
の
連
絡
の
強
化
、
法
令
の
研

修
を
積
極
に
し
て
欲
し
い
。

ロ

類
似
業
者
と
の
職
域
の
明
確
を
期
せ
ら
れ
た
い
。

回

答

ィ

職
域
の
明
確
化
は
、
事
案
の
具
体
的
事
例
に
よ
り
明
確
を

期
し
て
お
り
、
一
時
に
全
部
の
明
確
化
を
求
め
て
も
関
係
省

庁
よ
り
明
示
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
の
で
、
事
案
毎
明
確
化

を
期
し
て
い
る
。
横
の
連
絡
は
今
後
更
に
密
接
に
行
い
た
い
。

ロ

に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ
会
談
等
関
係
方
面
の
連
絡
協
議
会

を
も
ち
明
確
化
と
改
善
に
努
力
し
た
い
。

要
望
㈱
宮
崎
会

(某
氏
)

ィ

県
の
収
入
証
紙
の
売
捌
許
可
を
各
単
位
会
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

回

答

ィ

の
件
は
調
査
し
て
要
望
に
添
え
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

意
見
要
望
の
徳
島
会
(近
藤
氏
)

イ

に
せ
行
政
書
士
対
策
上
ト
ッ
プ
会
談

(日
司
遵
、
日
調
達
、

日
宅
連
)
を
行
い
連
名
文
書
を
出
す
よ
う
望
む
。

ロ

交
通
事
故
処
理
業
務
の
強
化
を
計
れ
。

回

答

ィ

の
件
は
、
そ
の
実
現
に
努
力
し
た
い
。

ロ

は
特
に
重
点
を
入
れ
て
指
導
し
て
い
る
が
、
諸
般
の
対
策

も
必
要
な
の
で
早
急
に
自
治
省
、
運
輸
省
、
大
蔵
省
、
総
理
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府
、
日
弁
連
損
保
関
係
機
関
等
と
充
分
連
語
…又
は
交
渉
を
行

い
業
務
の
確
立
の
為
、
そ
の
対
策
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
更

に
速
か
に
鋭
意
努
力
を
集
申
す
べ
く
対
処
し
て
い
る
。

要

望
国
山
形
会

(石
川
氏
)

ィ

自
治
省
に
職
分
の
明
確
を
望
み
、
仕
事
の
出
来
る
様
に
さ

れ
た
い
。

回

答

ィ

の
件
は
、
国
蛸
で
回
答
の
と
お
り
一
括
明
示
方
を
要
求
し

た
が
、
事
例
毎
明
示
と
の
方
針
に
つ
き
絶
え
ず
善
処
し
て
ゆ

き
た
い
。

意

見
団
東
京
会
(青
池
氏
)

イ

公
害
業
務
と
取
り
組
め
。

回

答

ィ

の
件
は
、
現
在
調
査
中
資
料
等
充
分
に
集
め
指
導
の
方
針

で
あ
る
。

意
見
要
望
禰
ヱ覊
婆
零
(池
内
氏
)

ィ

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
行
政
書
士
た
ら
し
め
ん

ロ

自
賠
責
業
務
を
病
院
が
取
扱
っ
て
い
る
。
日
行
連
よ
り
日

医
会
そ
し
て
各
県
医
師
会
に
文
書
を
流
す
等
禁
止
対
策
を
望

む
。

回

答

ィ

に
つ
い
て
は
、
鈴
木
連
合
会
長
の
就
任
以
来
の
大
方
針
で
、

そ
の
実
現
に
更
に
努
力
し
た
い
。

ロ

の
件
は
関
係
機
関
と
良
く
連
絡
を
と
り
善
処
し
た
い
。

監
察
部
の
調
査
等
に
基
き
、
病
院
が
治
療
費
受
領
の
委
任
事

務
以
外
を
業
と
し
て
報
酬
を
得
て
行
う
場
合
は
、
法
違
反
と

し
て
強
力
な
禁
止
対
策
を
行
う
様
監
察
部
は
活
動
中
で
あ
る
。

意

見
則
栃
木
会

(斉
藤
氏
)

ィ

一般
社
会
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
取
り
、
に
せ
行
政
書

士
行
為
排
除
の
資
料
と
し
て
は
如
何

(農
地
、
保
健
、
会
社

設
立
等
)。

回

答

ィ

の
件
は
、
会
員
よ
り
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
監
察
部
で
現

在
取
り
つ
つ
あ
り
、
一
般
よ
り
の
調
査
の
件
は
監
察
部
に
て

検
討
事
項
に
つ
き
監
察
部
に
連
絡
す
る
。

昭和47年11月 1日

(第66号)
1

自
賠
責
業
務
が
行
政
書
士
業
務
と
し
て
、
明
確
に
な
っ
た

経
過
銀
貨

2

自
販
連
責
任
者
と
の
談
合
経
過
と
、
問
題
解
決
に
対
す
る

基
本
姿
勢
と
そ
の
展
望
に
つ
い
て
。

3

自
動
車
保
険
上
等
法
詞
化
阻
止
運
動
と
、
日
弁
連
と
の
談

合
経
過
並
び
に
早
急
な
る
今
後
の
対
処
策
に
つ
い
て
。

4

単
位
会
に
お
け
る
業
務
指
導
研
修
会
の
早
期
実
施
方
に
つ

い
て
。

5

研
修
会
実
施
上
必
要
な
援
助
は
積
極
的
に
行
な
う
。

6

会
場
配
付
の
テ
キ
ス
ト
全
部
の
科
目
は
、
本
年
12
月
末
迄

に
そ
の
研
修
実
施
方
を
要
望
、
出
席
者
全
員
に
諮
り
全
出
席

者
の
同
意
を
得
、
そ
の
実
施
を
約
す
。

以
上
意
見
要
望
事
項
と
之
に
対
す
る
回
答
要
旨
並
び
に
担
当

事
項
に
関
す
る
経
過
報
告
、
今
後
の
対
処
策
に
つ
い
て
大
要
の

報
告
と
す
る
。

3

自
動
車
登
録
検
査
業
務
に
つ
い
て
日
本

自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
責
任
者
と
の

第
2
回
談
合
結
果
報
告
に
つ
い
て

陸
運
事
務
所
、
所
掌
、
自
動
車
登
録
、
検
査
業
務
全
般
に
わ

た
る
行
政
書
士
業
務
取
扱
い
の
対
処
問
題
に
つ
い
て
談
合
経
過

の
大
要
次
の
と
お
り
o

①

青
木
委
員
長
よ
り

竹
内
法
務
部
長
に
遠
路
談
合
の
謝
意
を
述
べ
第
1
回
5
月
15

日
以
来
の
状
況
よ
り
話
合
に
入
る
。

②

自
販
連

竹
内
法
務
部
長
よ
り

行
政
書
士
法
を
守
る
と
言
う
基
本
に
は
、
全
く
前
回
と
同
じ

で
あ
り
、
部
内
的
に
は
抵
抗
の
あ
っ
た
事
と
て
善
処
方
に
努
力

中
で
あ
り
、
報
酬
を
取
ら
な
け
れ
ば
違
反
に
な
ら
な
い
、
等
の

見
解
も
出
て
論
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
見
解
は

如
何
だ
ろ
う
と
問
う
。
又
、
自
販
連
と
し
て
は
、
行
政
書
士
を

配
置
し
て
新
い
く
自
動
車
登
録
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
、

事
務
処
理
を
集
中
能
率
化
し
、
企
業
の
近
代
化
、
合
理
化
と
行

政
書
士
業
務
の
対
処
等
を
計
る
方
針
で
千
葉
県

福
井
県
等
に

テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
そ
の
新
設
立
を
試
み
て
い
る
。

意
見
要
望
随
和
歌
山
会

(古
山
氏
)

ィ

単
位
会
の
カ
ラ
ー
を
生
か
し
た
指
導
研
修
を
望
む
。

ロ

日
行
連
に
法
令
研
究
部
を
作
れ
。

回

答

ィ

は
、
各
単
位
会
の
要
望
に
よ
り
指
定
科
目
指
導
を
行
う
方

針
で
あ
る
。

口

業
務
指
導
部
内
法
規
委
員
に
よ
り
要
望
に
応
え
る
様
準
備

中
り

要

望
禰
栃
木
会

酋
…木
氏
)

イ

戸
籍
事
務
手
引
き
書
の
よ
う
な
、
す
ぐ
間
に
合
う
手
引
き

を
作
っ
て
欲
し
い
。

回

答

ィ

の
件
は
、
出
来
得
る
限
り
要
望
に
応
え
た
い
。

意

見
画
大
阪
会
(近
藤
氏
)

イ

業
務
P
R
を
な
し
国
民
が
利
用
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

ロ

定
期
運
動
、
週
間
運
動
を
検
討
せ
よ
。

回

答

ィ

に
つ
い
て
は
、
今
後
P
R
に
力
を
注
ぎ
そ
の
利
用
法
に
努

め
た
い
。

ロ

は
そ
の
必
要
を
感
じ
る
。
充
分
検
討
し
て
全
国
覊
に
実
施

の
方
向
に
前
進
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

意
見
要
望
間
宮
崎
会
(某
氏
)

ィ

法
令
研
究
を
行
い
実
力
を
つ
け
さ
せ
よ
。

回

答

ィ

は
㈱
⑬
回
答
の
と
お
り
解
釈
等
に
つ
い
て
は
、
官
庁
或
は

*著

等
と
連
絡
を
と
り
統

一易

研を
示
す
考
ぇ
で
あ
る
o

要

望
鰯
新
潟
会

(亀
松
氏
)

ィ

法
第
1
条
中

｢報
酬
を
得
て
｣
を
削
除
す
る
様
、
改
正

方
を
望
む
。

回

答

イ

の
件
は
、
森
原
鳥
取
会
長
よ
り
文
書
で
要
望
あ
り
、
自
治

省
側
と
改
正
方
の
話
を
進
め
て
い
る
が
、
行
政
上
諸
般
の
問

題
点
が
あ
り
、
将
来
の
改
正
方
を
陳
情
中
で
あ
り
改
正
方
に

更
に
努
力
し
た
い
。

意
見
要
望
晒
大
阪
会

(四
方
氏
)

又
、
現
在
全
国
的
に
、
従
来
の
検
査
登
録
等
に
係
る
行
政
書

士
業
務
に
亘
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
報
酬
を
取
ら
な
い
で
、
無

料
の
取
扱
い
と
し
た
等
の
附
言
が
な
さ
れ
た
。

③

植
村
委
員
よ
り

自
販
連
内
に
お
け
る
行
政
書
士
法
問
題
に
遵
法
前
向
き
、
且

つ
円
満
解
決
案
の
竹
内
部
長
に
敬
意
を
表
す
る
旨
を
述
べ
、

次
の
3
点
に
見
解
を
述
べ
る
。

=
報
酬
を
取
ら
な
け
れ
ば
法
違
反
と
な
ら
な
い
と
の
見
解
は
、

事
案
と
業
態
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
、
自
動
車
の
販
売

に
関
連
し
て
、
業
務
全
体
、
即
ち
包
括
的
に
何
等
か
の
報
酬

を
得
る
な
ら
ば
、
法
の
違
反
と
な
る
自
治
省
通
達
を
述
べ
協

力
方
を
願
う
。

②

セ
ン
タ
ー
内
、
行
政
書
士
配
置
は
、
独
立
書
士
で
名
儀
貸

し
、
或
は
雇
傭
関
係
の
な
い
状
態
を
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③

セ
ン
タ
ー
設
立
に
伴
う
書
士
配
置
の
場
合
書
士
優
先
配
置

の
性
U

④
田
中
委
員
よ
り

上
記
の
3
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
竹
内
法
務
部
長
見
解
を
間

　　
　
田
無
報
酬
に
全
体
と
し
て
出
来
な
い
状
態
〉

②
自
治
省
見
解
の
業
と
し
て
の
占
隻

③

セ
ン
タ
ー
設
置
の
具
体
的
内
容
と
協
議
機
関
、
行
政
書
士

会
と
の
協
議
の
占
唯

⑤

青
木
委
員
長
よ
り

上
記
3
古
例
煮
詰
め
方
の
話
合
を
な
す
。

⑥

竹
内
法
務
部
長
、
青
木
委
員
長
、
田
中
、
植
村
委
員
等
の

論
議
結
果
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ィ

包
括
的
に
報
酬
を
得
る
事
は
法
違
反
と
な
る
こ
と
。

ロ

セ
ン
タ
ー
設
立
の
場
合
は
、
行
政
書
士
を
配
備
す
る
。

ハ

セ
ン
タ
ー
設
置
は
自
販
連
の
任
意
性
を
尊
重
す
る
。

以
上
会
談
て
ん
ま
つ
の
大
要
と
す
る
も
、
セ
ン
タ
ー
設
置
に

伴
う
具
体
的
内
容
、
及
び
セ
ン
タ
ー
設
置
に
至
る
ま
で
の
諸
件

の
事
案
の
解
決
が
早
急
を
要
す
。

ィ

風
俗
営
業
関
係
書
類
に
ス
タ
ン
プ
使
用
に
よ
り
、
に
せ
行

政
書
士
対
策
を
立
て
よ
。

回

答

ィ

は
、
監
察
部
に
て
対
策
検
討
中
酋
皿察
部
連
絡
事
項
)

意

見
鱒
兵
庫
会

(北
条
氏
)

ィ

消
防
関
係
業
務
を
取
り
上
げ
て
指
導
せ
よ
。
又
、
会
員
は

足
を
運
ん
で
努
力
す
べ
き
だ
。

回

答

ィ

は
、
目
下
調
査
中
で
資
料
検
討
次
第
逐
次
指
導
の
方
針
で

あ
る
。

会
員
各
位
の
努
力
に
期
待
す
る
。

意
見
要
望
硼
大
阪
会

(近
藤
氏
)

ィ

地
方
本
部
を
指
導
せ
よ
。
又
本
日
の
要
望
事
項
に
従
い
実

施
せ
よ
。

回

答

ィ

は
、
各
地
方
本
部
毎
の
要
望
に
基
き
指
導
し
て
ゆ
き
た
い
。

又
本
日
の
要
望
意
見
は
尊
重
し
て
前
進
善
処
し
た
い
。

意
見
要
望
節
大
分
会
(首
藤
氏
)

ィ

官
公
署
の
過
剰
サ
ー
ビ
ス
排
除
方
を
期
せ
よ
。

回

答

イ

の
件
に
関
す
る
判
決
例
、
通
達
等
を
調
査
し
て
流
し
た
い
。

要

望
節
沖
縄
会

ィ

自
動
車
登
録
検
査
関
係
用
紙
を
自
販
連
よ
り
購
入
し
て
い

る
が
連
合
会
で
買
え
る
様
に
し
て
欲
し
い
。

回

答

イ

の
件
は
、
連
合
会
本
部
に
連
絡
あ
れ
ば
あ
っ
せ
ん
す
る
し
、

又
愛
知
会
、
田
中
義
男
氏
に
連
絡
の
上
入
手
さ
れ
た
い
。

(執
行
部
)
㈱
青
木
担
当
副
会
長
要
旨
次
の
と
お
り

1

各
位
の
要
望
に
応
え
る
様
努
力
す
る
。

2

専
門
家
を
本
部
委
嘱
と
し
て
全
国
指
導
を
確
立
す
る
。

3

執
行
部
は
一
丸
と
な
っ
て
努
力
す
る
。

4

き
め
細
か
い
調
査
に
立
っ
て
、
時
代
に
お
く
れ
な
い
様
研

究
と
先
手
を
打
っ
て
ゆ
き
た
い
。

5

要
望
事
項
は
文
書
で
提
出
し
て
欲
し
い
。

(執
行
部
)
鱗
植
村
業
務
攪
等
部
長
要
旨
次
の
と
お
り
。

- 6 -

会
務
報
告

◎
部
長
会
議

と

き

昭
和
“
･
10
･
16

と
こ
ろ

樅
本
会
事
務
局

出
席
者

藤
山
会
長
、
星
、
白
坂
副
会
長
、
成
田
、
大
淵

(代
理
)
長
谷
川
、
各
部
長

1

協
議
事
項

=
昭
和
47
年
度
収
支
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て

②
昭
和
48
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

国
各
部
の
事
業
推
進
に
つ
い
て

燭
理
事
会
、
支
部
長
会
に
提
案
す
べ
き
案
件
に
つ
い

て
助

そ
の
他

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

◎
会
議
予
定

『
理

事

会

11
月
12
日

於
札
幌
市
都
市
会
館

二
、
支
部
長
会
議

11
月
13
日

樅
札
幌
市
都
市
会
館

三
、
日
行
達
単̂
位
会
)会
長
会

11
月
5
日

7
‘　
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◎
交
通
専
門
委
員
会

と

き

昭
和
47
年
約
月
10
日

と
こ
ろ

当
会
事
務
所

出
席
者

藤
山
会
長
、
黒
島
部
長
、
大
淵
副
部
長
、
木
川

委
員
長
、
本
村
委
員

協
議
事
項

1

交
通
事
故
問
題
研
究
会
準
備
打
合
せ
に
つ
い
て

2

そ
の
他

11
月
11
日
12
日
に
札
幌
市
で
開
催
す
る
交
通
事
故
問
題

研
究
会
当
日
の
諸
準
備
に
つ
い
て
細
部
的
打
合
せ
を
し
た
。

(第66号)

網
走
支
部
長

佐

藤

三
千
三

流
れ
と
は
、
水
と
い
う
物
体
が
物
理
的
現
象
に
よ
っ
て
高
所

よ
り
低
所
へ
移
動
す
る
状
態
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
、

｢時
代
の
流
れ
｣と
か
｢思
想
の
推
移
｣な
ど
の
よ
う
に
、
状
態
の

う
つ
り
変
り
を
表
現
す
る
言
葉
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

流
れ
の
速
度
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
の
が
常
で
あ
る
。

昔
は
十
年
ひ
と
む
か
し
と
言
っ
た
も
の
だ
が
、
現
在
は
そ
の

流
れ
の
速
度
が
急
速
化
し
、
文
字
ど
お
り
日
進
月
歩
で
あ
る
。

小
売
商
店
の
例
を
見
て
も
▼
一
時
ス
ー
パ
ー
形
式
全
盛
時
代
は

も
う
時
代
お
く
れ
で
あ
り
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
に
し
て
も
又
然
り
。

パ
チ
ン
コ
屋
は
影
を
ひ
そ
め
ポ
ー
リ
ン
グ
王
国
を
謳
歌
し
た
の

も
、
わ
ず
か
数
年
の
惨
い
運
命
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
映
画
事
業
、

交
通
事
業
に
し
て
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
今
回
の
国
鉄
の
監

査
結
果
を
見
て
も
累
積
赤
字
が
｢兆
円
に
な
る
こ
と
は
時
間
の

問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
行
政
書
士
を
含
む
所
謂
類
似
資
格
の
み

が
安
泰
で
あ
ろ
う
筈
が
な
い
。

即
ち
戦
前
の
代
書
時
代
か
ら
行
政
書
士
、
司
法
書
士
、
更
に

税
理
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
近
く
は
社
会
保
険
労
務
士
が
生

れ
、
ま
た
ま
た
、
交
通
事
故
専
門
士
が
出
現
す
る
か
の
よ
う
な

状
勢
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に

｢流
れ
｣
に
逆
行
す
る
こ

と
は
愚
の
骨
頂
で
あ
る
。

即
ち
流
れ
に
竿
さ
し
常
に
時
代
の
先
端
を
行
く
こ
と
こ
そ
賢

明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

行
政
書
士
法
制
定
以
来
二
十
余
年
の
牛
歩
時
代
に
終
止
符
を

う
ち
、
新
し
い
出
発
点
に
立
っ
た
と
き
、
行
政
書
士
会
に
業
務

研
修
部
と
そ
の
手
足
と
で
も
言
う
べ
き
専
門
委
員
会
の
構
成
は

ま
こ
と
に
時
宣
を
得
た
快
挙
で
あ
り
、
会
長
以
下
担
当
役
員
、

特
に
業
務
研
修
部
長
黒
島
先
生
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
と
も
ご
健
康
に
ご
留
意
せ
ら
れ
益
々
御
健
闘
さ
れ
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各
支
部
の
う
ご
き

0
小
樽
支
部
研
修
会

昭和47年11月 1 日

1

日
時
場
所

約
月
14
日

於
小
樽
警
察
署

2

研
修
科
目

風
俗
、
衛
生

3

講

師

小
樽
警
察
署

安
藤
警
部
補

昭和47年11月 1日

り
、
生
前
先
生
の
良
き
補
助
者
で
あ
っ
た
お
嬢
さ
ん
も
後
任
者

と
と
も
に
経
営
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

先
生
安
堵
し
て
安
ら
か
に
眠
ら
れ
ょ
o

な

が

れ

【随

筆
】業

務
発
展
に

つ
い
て
の
思
考

星

車

克

今
日
の
時
代
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
が
多
極
化
し
、
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
条
件
が
、
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
我

々
の
業
務
内
容
も
そ
の
結
果
と
し
て
、
経
営
の
合
理
化
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

経
営
の
近
代
化
、
合
理
化
を
図
っ
て
い
く
為
に
は
、
之
に
熱

意
を
抱
く
有
志
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
、
多
く
を
期
待
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の

共
通
の
発
展
、
ひ
い
て
は
個
々
の
会
員
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
発

展
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
根
源
は
愛
情
か
ら
発
足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
共
同
社
会
の
一
環
と
し

て
の
、
地
に
つ
い
た
活
動
を
展
開
、
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
日
常
業
務
を
通
し
て
、
経
営
活
動
を
繰
返
し
、

そ
の
業
務
の
中
に
、
経
営
の
方
向
を
具
体
的
に
定
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
ま
す
。
こ
こ
が
前
進
か
非
前
進
か
の
別
れ
目
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
目
標
実
現
の
為
に
、
組
織
を
通
じ
そ
の
運
営
の

在
り
方
を
充
分
に
検
討
し
、
相
互
に
納
得
す
る
こ
と
が
大
切
で

1
)･よ
、つ
0

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
各

地
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
戻
り
、
そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
中
心
的
存
在

と
な
り
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
や
北
海
道
行
政
書
士
会
は
特
殊
法
人
に
な
り
、
時
代
の
前

進
に
伴
う
業
務
が
出
て
い
ま
す
が
、
会
の
発
展
の
た
め
に
は
、

会
員
に
よ
る
P
R
、
会
員
の
共
同
意
識
を
喚
起
す
る
こ
と
が
必

要
で
、
リ
t
ダ
ー
の
企
画
力
、
実
行
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

若
さ
と
熱
意
に
燃
え
る
有
志
の
出
現
を
切
に
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

ま
す
よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

ま
こ
と
に
失
礼
な
表
現
で
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
行
政
書

士
会
を
一
個
の
人
間
に
例
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
頭
と
も
い
え
る

中
枢
椴
闇
は
前
述
の
業
務
研
修
部
は
出
来
上
が
り
活
動
を
開
始

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
身
体
の
一
部
分
に
現
代
の
進
歩
し
た

医
学
を
も
っ
て
し
て
も
救
う
こ
と
が
出
来
な
い
重
大
疾
患
の
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
こ
と
は
私

一
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

即
ち
激
変
す
る
時
代
に
つ
い
て
行
け
な
い
老
化

(年
令
の
意

で
な
い
)
し
た
書
士
が
相
当
数
あ
る
。

こ
れ
等
の
疾
患
は
医
師
の
治
療
に
頼
ら
ず
、
目
か
ら
の
旺
盛

な
る
意
欲
、
換
言
す
る
な
れ
ば
業
務
研
修
等
に
よ
っ
て
行
政
書

士
業
務
の
発
展
は
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
銘
記
す
べ

き
で
あ
る
。

重
ね
て
声
を
大
に
し
て
言
う

｢時
代
の
流
れ
は
極
め
て
急
速

度
で
変
っ
て
行
く
し
一
日

一
刻
た
り
と
て
気
を
ゆ
る
め
て
は
な

'ら
む
り
い
り

業
務
研
修
都
構
成
の
所
以
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

中
国
の
印
象

元
水
泳
選
手

橋

爪

四

郎

水
泳
指
導
に
中
国
へ
行
っ
て
感
心
し
た
こ
と
は
、
ま
ず
市
街

の
清
潔
さ
で
ゴ
ミ
も
な
く
ハ
エ
も
い
な
い
こ
と
。
広
州
で
タ
バ

コ
の
火
を
つ
け
マ
ッ
チ
の
朝
を
う
っ
か
り
捨
て
た
と
こ
ろ
、
七

歳
位
の
子
供
が
そ
れ
を
拾
っ
て
ゴ
ミ
箱
へ
入
れ
た
。
私
は
す
っ

か
り
赤
面
し
て
し
ま
っ
た
。
次
に
広
州
の
ホ
テ
ル
で
の
こ
と
。

三

一
;
三
二
度
の
暑
さ
な
の
に
冷
房
が
な
い
。
寝
つ
か
れ
な
い

の
で
散
歩
に
出
よ
う
と
思
い
、
フ
ロ
ン
ト
に
鍵
を
請
求
し
た
と

こ
ろ
、
中
国
に
は
泥
棒
は
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
渡
し
て
く
れ

な
い
、
そ
の
ま
ま
外
出
し
て
帰
っ
て
き
た
ら
室
は
き
れ
い
に
掃

除
さ
れ
、
机
の
上
に
置
き
忘
れ
た
財
布
も
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

ま
た
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
時
、
途
中
で
小
用
が
足
し
た
く
な
っ

た
。
野
外
の
謹
も
い
な
い
道
な
の
で
運
転
手
に
頼
ん
だ
が
、
あ

と
五
分
で
休
憩
所
に
つ
く
か
ら
待
て
、
立
小
便
は
い
か
ん
、
と

い
わ
れ
た
。
休
憩
所
に
着
い
た
が
便
所
は
一
つ
、
皆
順
番
を
待

っ
て
並
ん
で
い
る
。
こ
の
間
、
タ
バ
コ
も
う
っ
か
り
す
え
な
い

故
芳
賀
一
三
先
生
を
偲
ん
で

札
幌
支
部

高

田

敏

一

時
は
今
、
北
海
道
の
山
々
は
紅
葉
し
十
月
一
日
に
社
/
北
海

道
社
労
士
会
札
幌
支
部
主
催
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
洞
爺
湖

温
泉
に
一
泊
宿
り
で
行
っ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
催
物
に
は

必
ず
と
云
っ
て
も
よ
い
位
必
ず
出
席
し
て
い
た
芳
賀
先
生
の
姿

が
見
え
な
い
の
で
白
坂
先
生
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
九
月
二
十
九

日
に
某
宴
会
場
で
懇
談
中
、
急
に
倒
れ
て
そ
の
ま
ま
意
識
不
明

と
な
り
目
下
入
院
中
と
の
こ
と
、
あ
の
体
格
の
恰
幅
の
よ
い
先

生
が
と
驚
い
た
。
お
見
舞
に
参
上
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先

に
十
月
五
日
朝
六
十
一
歳
を
一
期
と
し
て
こ
と
世
を
去
り
ま
し

た
。
明
治
四
十
四
年
十
月
十
日
生
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
と
五

日
間
位
で
六
十

一
回
目
の
誕
生
日
を
迎
え
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

に
、
六
日
夜
の
通
夜
に
ご
焼
香
の
た
め
自
宅
所
在
の
野
幌
天
徳

寺
に
参
り
祭
壇
に
飾
り
し
遺
影
を
拝
し
た
と
き
、
あ
の
大
黒
さ

ま
の
よ
う
な
お
･
ら
か
な
顔
立
ち
、
眼
鏡
の
奥
よ
り
ニ
コ

と
し
て
こ
ち
ら
を
見
つ
め
て
い
る
目
、
あ
り
し
日
の
先
生
を
想

い
出
し
胸
の
つ
ま
る
を
備
え
ま
し
た
。

先
生
は
前
期
の
札
幌
支
部
役
員
で
も
あ
っ
て
大
い
に
活
躍
を

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
宴
会
な
ど
の
と
き
は
、
宴
酷
と
な
る
と

よ
く

｢知
床
慕
情
｣
を
唄
い
明
る
い
ム
ー
ド
を
盛
上
げ
て
い
ま

し
た
。
余
程
知
床
に
愛
着
を
感
じ
た
こ
と
か
、
今
年
五
月
頃
知

床
半
島
の
観
光
に
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

山
登
り
に
趣
味
を
も
ち
道
内
の
各
山
は
ほ
と
ん
ど
征
服
し
た

と
自
慢
し
て
お
り
こ
の
十
月
に
も
十
勝
岳
に
登
る
計
画
を
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
不
断
か
ら
高
血
圧
症
で
あ
っ
た
の
に
山
登
り

の
よ
つゞ
な
過
激
な
運
動
が
命
を
縮
め
た
原
因
で
な
い
か
と
葬
儀

委
員
長
は
そ
う
申
し
て
お
り
ま
し
た
。

俗
に

｢五
十
、
六
十
は
鼻
た
れ
小
僧
｣
と
か
、
顔
の
艶
も
若

々
し
く
と
て
も
六
十
代
と
は
見
え
な
か
っ
た
先
生
こ
れ
か
ら
会

の
発
展
に
も
大
い
に
活
躍
し
て
も
ら
い
た
か
っ
た
期
待
の
先
生

は
も
う
こ
の
世
に
は
い
な
い
。

先
生
の
築
い
て
き
た
事
務
所
の
方
は
引
離
の
後
任
者
も
決
ま

程
周
囲
は
清
掃
さ
れ
て
い
た
。
知
育
、
体
育
と
と
も
に
徳
育
を

徹
底
し
て
教
え
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

北
京
の
体
育
学
校

(日
本
の
大
学
)
に
十
一
歳
の
子
供
が
解

剖
学
や
生
理
学
を
学
ん
で
い
た
。
才
能
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
進

学
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
学
生
は
す
べ
て
寄
宿
生
で
、
野
菜
な

ど
も
自
分
で
作
り
、
自
分
で
料
理
し
、
設
備
配
管
工
事
な
ど
も

自
分
た
ち
で
や
っ
て
い
る
。

現
在
の
日
本
で
は
J
億
の
人
口
に
対
し
二
〇
万
人
の
水
泳
人

口
が
あ
る
が
、
中
国
は
七
億
の
人
口
で
一
億
五
千
万
人
の
水
泳

人
口
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
は
技
術
的
に
日
本
の
ほ
う
が
高
水

準
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
春
頃
泳
ぎ
は
じ
め
て
既
に
百
翳
五

三
秒
台
の
人
が
数
人
現
わ
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

中
国
で
は
ス
ポ
ー
ツ
と
生
活
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
工
場

地
帯
は
風
下
に
、
住
宅
街
は
風
上
に
定
め
ら
れ
、
日
本
の
よ
う

な
娯
楽
説
儒
は
な
く
、
八
時
間
労
働
の
後
は
、
ピ
ン
ポ
ン
、
サ

ッ
カ
ー
、
体
操
、
と
自
分
の
好
む
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
。
私
利

私
欲
を
持
た
ず
、
奉
仕
の
精
神
に
徹
し
た
中
園
の
姿
を
見
た
。

(
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
第
六
号
よ
り
転
載
)
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法
令
用
語
の
知
識
国

た
だ
し
書
(但
書
)
に
つ
い
て

法
令
用
語
に
お
い
て
は
、
そ
つ
の
条
、
項
又
は
号
の
中

で
主
文
章

(こ
れ
を
本
文
と
呼
ぶ
)
の
後
に
続
く
後
段
の

規
定
が
｢た
だ
し
｣
と
い
う
字
句
で
始
ま
っ
て
い
る
規
定

を
た
だ
し
書
と
呼
ぶ
。

た
だ
し
害
は
、
主
文
章
に
対
す
る
除
外
例
と
か
、
制
限

的
又
は
例
外
的
条
件
を
規
定
す
る
の
が
通
例
で
あ
り
、
こ

の
場
合
は
、｢･･:
･!
:
'す
る
場
合
を
除
く
外
｣
と
い
う
の

と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
に
な
る
が
、
場
合
に
よ
り
例
外
的
又
は

制
限
的
場
合
に
つ
い
て
の
説
明
的
、
敷
え
ん
的
、
附
加
的

規
定
が
た
だ
し
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま

た
、
他
の
法
令
の
規
定
を
準
用
し
た
場
合
の
読
替
規
定
を

た
だ
し
書
で
規
定
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
現
在
の
法
文
用

例
で
は
、
こ
の
読
替
規
定
は
、
｢
た
だ
し
し
で
な
く
、
｢
こ
の

場
合
に
お
い
て
｣
と
い
う
字
句
で
は
じ
め
る
の
が
適
例
で

あ
る
。

(第66号)



昭和47年11月 1 日 北海道行政 書士会報 (第66号)

会 員 の う ご き 昭和47年10月23日現在

月日 事 由 支部 会員番号 氏 名 住 所 電 話J

9 . 1 入 会 十勝 も411 坂 下 尊 帯広市大通南10丁目14番地 0 1552 (3 )5736

4 〃 室蘭 1 ,4 12 越 前 和香子 苫小牧市旭町1丁目 3 番 7 号 0]442 (2 )2332

′′ 〃 釧路 上 413 白 鳥 勇太郎 白糠町栄本町 0 1547 (2 )2641

〃 〃 札幌 主 414 今 井 宣 史 恵庭市京町11番地

7 " 札幌 1 ,4 15 木 幡 忠 男雑費竈旁眥弱輩釜鷹豪爽鼾o4 0 M (75 1 )14 11

4 〃 室蘭 1 ,4 12 越 前 和香子 苫小牧市旭町1丁目 3 番 7 号

〃 〃 釧路 上 413 白 鳥 勇太郎 白綾町栄本町

〃 〃 札幌 主 414 今 井 宣 史 恵庭市京町11番地

7 " 札幌 1 ,4 15 木 幡 忠 男雑費竈旁眥弱輩鯛豪爽鼾04
8 〃 札幌 1 ,4 16 池 田 吉 和 千歳市末広町中区 2丁目10の 1

16 〃 函館 1 ,4 17 鶴 克 己 上磯郡上磯町字飯生町27

20 〃 網走 1 4 18 村 上 憾 吾 斜里郡斜里町港町17番地 ,

25 〃 釧路 1 ,4 19 坂 上 洋 治 釧路市材木町 3 番23号

10 . 1 〃 札幌 1 ,4 20 滝 川 一 夫 札幌市中央区北4条束 2丁目

〃 〃 札幌 L 42 1 葛 西 一 札幌市白石区平和通12丁目南1

〃 〃 札幌 1 ,4 22 柴 田 禁 三 札幌市西区琴似町発寒845

6 〃 .釧路 1 ,4 23 斎 藤 順 治 釧路市春採97番地

12 札幌 1 ,424 柏 原 純 一 札幌市北区北24条西 4 丁目22

9 . 2 退 会 十勝 389 増 子 与太郎 広尾郡束本通28番地

6 (死亡 ) 空知 166 名古屋 孝 作 夕張郡鹿の谷 1 丁目16番地

12 〃 網走 L O04 伊 藤 格 教 北見市小泉133一226

13 〃 十勝 314 田 口 千代治 中i-1郡池田町字旭町20番地

0 11 (75 1 )14 11

01232 (3 )5875

0 ]387 (3 )3097

0 1522 (3 )2832

0154 (41 )6079

0 11(79 1 )3387

01 1(871 )9896

0 11 (66 1 )1959

0 154 (41 )6955

0 11 (72 0 8040

01558‐‐113

16 〃 札幌 1 ,210 伊 藤 敞 之 札幌市東区北30条束 5丁目783

30 〃 札幌 L 053 仙 座 充 札幌市豊平区真栄81番地

0 11(73 1 )3438

011 (881 )2507

0 11(871 )2870

0 1552 (3 )9305

0 154 (23 )2358

0 11(66 1 )9595

0154 (4 1 )19 18

0 154 (4 1 )瓢 10

0 11 55 1 )1407

867 芳 賀 一 三 札幌市10 . 5

1 ,281 佐 藤 兼 造 帯広市東6条南 6丁目 2 番地]2 "

9 . 1 鑑 蟹 釧路 894 徳 永 滋 男 釧路市北大通13丁目 1 番地

9 “′′ 釧路 8 17 宗 田 新 一 札幌市中央区大通西19丁目 2

11 空知 ] ,3 64 佐々木 守 夫 札幌市西区手稲西野127の79

13 " 釧路 1 ,220 中 村 清 釧路市鶴ヶ岱 3丁目 5 番19

18 〃 釧路 1 ,075 郡司掛 広 釧路市春採142番地

26 札幌 上268 小 川 正 男 札幌市中央区双子山町509番

28 〃 札幌 473 酒 井 幸 三 恵庭市京町11番地

" " ' 1 392 ･& 、 .･ 一 札幌市 央区南 8 条西 4 丁 目1 ,392 平 沢 清 一 札幌市中央区南 8条西4丁目 8 条 ビル

]o . 3 〃 札幌 1 ,4 10 川 瀬 豊 秋 札幌市中央区南 1条西 7丁目 宝来ピル

9 〃 函館 L 156 原 隆 俊 函館市中島町18番17号

12 函館 1 ,019 佐 藤 太 郎 函館市川原町19番20号 函館自動車学校

]8 〃 札幌 706 佐々木 恒 札幌市北区北24条西17丁目

47 . 8 , 23 去

I競護礬 条古晏 璧 47 10 5 登川謹しんで御冥福をお祈りいたします。

訂 正 お 詫 び

第65号会報 ｢会員のうごきJ で (十勝)佐々木行雄 (札幌)山本清 (本切晃)太田兼大類B (本距晃)松本要一

(網走)三浦武雄 (本冲尾)原田圀知、移動の事由がミスプリントで退会のお知らせに
なっておりますが、住所変更

ですので謹 んでお詫びいたします。

＼-
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